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　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子
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 女性研究者研究活動支援事業とは

 本取組みの概要

　本学は文部科学省が公募した平成26年度科学技術人材育成費補
助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に応募し、同年
10月に採択されました。この事業は、女性研究者が能力を最大限
発揮できるよう、ライフイベント（出産・子育て・介護など）とワ
ーク・ライフ・バランス（研究と生活との調和）に配慮した研究環
境の整備などの取り組みを文部科学省が支援するものです。

　本学が計画している女性研究者研究活動支援事業の概要は、「理
系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増や
し、トップクラスの研究者を養成するとともに、男女共同参画を一
層推進するため、以下の７つのテーマに沿って女性研究者研究活動
支援体制を構築し、活動を行う」ものです。

▶			「男女共同参画推進センター」と「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置し、ＷＥＰｓに基づいたエンパワー計画を策
定して、グローバル化事業を支える女性研究者支援体制・両立
支援体制を確立・実施

▶		女性研究者増加と男女共同参画推進のために有効適切なポジテ
ィヴ・アクションを導入し、　理系を中心とした若手女性研究者
の養成を加速させる。また支援活動の連携・ネットワーク化に

より男女共同参画型地域社会の活性化に貢献
▶		研究者のネットワーク化、理系若手女性研究者支援・養成を担
うためサイエンス・サポーター（SS）を多数配置

▶		コーディネーター、支援員の採用のほか、外国人留学生・女性
研究者のネットワーク化、理系若手女性研究者支援・養成を担
うためサイエンス・サポーター（SS）を多数配置

ライフイベント型サイエンス・サポーター制度
	　本事業の一環として、女性研究者がライフイベントと研究の両立、
およびワーク・ライフ・バランスを確保するための支援体制を確立
するために、大学院生を研究支援者（サイエンス・サポーター〈ラ

イフイベント型〉）として雇用及び派遣し、研究に関する補助業務
を支援する制度です。詳細はＨＰをご確認ください。
※	他に、イベント開催時には本部イベント型サイエンス・サポーターを募集しております。

図書貸し出し

　育児・介護・キャリアアップ・ジェンダー・白書等に関する図書の貸し出しを行っています。
蔵書数
駿河台：２４６冊、生田：１０２冊（2015年 8月現在）
利用について
利用対象者 	 	本学教職員及び本学教職員からの紹介があった者、または、本学学生
貸出期間 	 	原則２週間

貸出可能な冊数 	１人３冊まで／１回
貸出日 	 	月・水・金　10:00	～	16:00

※詳細はHPをご確認ください。

搾乳スペースの利用について

　乳幼児を持つ本学女性教職員、女子学生への両立支援の取り組みとして、推進本部・生田分
室にて、簡易搾乳スペースを提供しております。
利用について
利用対象者 	 	本学のすべての乳幼児を持つ女性教職員・女子学生が利用できます。
利用方法 	 	①	事前登録制です。簡易搾乳スペースをご利用希望の方は、事前に当センターまで

ご連絡ください。
	 	 ②	利用者登録をした上で、利用を希望する日の前日までに担当者あてに電話予約を

してください。
※詳細はHPをご確認ください。

推進本部・生田分室で行っている支援サービス
推進本部　
駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階

生田分室　
生田キャンパス　中央校舎2階

学校法人明治大学　理事長

学　長

明治大学男女共同参画推進センター
（センター長：男女共同参画担当副学長　本取組実施責任者）

女性研究者研究活動支援事業推進本部
コーディネーター・女性研究者支援員・サイエンスサポーター（SS）

（駿河台キャンパス・生田キャンパス）

10 学部・16研究科・専門職大学院
（駿河台キャンパス・生田キャンパス・中野キャンパス・和泉キャンパス）
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本取り組みについて 主な支援事業の紹介

 女性研究者研究活動支援事業推進本部　運営委員一覧
推進本部委員

推進本部代表
村　みよ子	……………………………………………法科大学院教授

生田分室長
浜本　牧子……………………………………………………農学部教授

細野　はるみ………………………情報コミュニケーション学部教授
中林　真理子…………………………… 商学部教授（学長室専門員）
荒川　薫………………………………………………総合数理学部教授
櫻井　義尚…………………………………………総合数理学部准教授
脇本　竜太郎…………………情報コミュニケーション学部専任講師

推進本部スタッフ
大和田未来（チーフコーディネーター）
宮﨑　璃恵（コーディネーター）

村上　歩（支援員）

ホームページ開設しました
http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

推進本部 生田分室
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 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウムを開催  ロールモデル集作成

 各キャンパスで研究者支援・交流のための
  ランチ交流会を開催しています

　本年3月 8日（日）に女性研究者研究活動支援事業
キックオフシンポジウム「前へ！明治大学の男女共同
参画」を駿河台キャンパスのグローバルホールで開催
しました。
　来賓に、森まさこ前内閣府特命担当大臣、渡辺美代
子科学技術振興機構（JST）執行役をお迎えし、基調
講演では、大隅典子東北大学大学院教授と成澤廣修文
京区長から、男女共同参画のあり方についてご講演い
ただきました。続いて、平成 26年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業に採択された本学事業の概要
説明があり、その後、『明治大学の男女共同参画を「前
へ」進めるために何をすべきか、何が出来るか？』を
テーマとしたパネルディスカッションが行われました。
　当日は悪天候の中、学内外から多数のご参加をいた
だき、ありがとうございました。

　本事業では女性研究者の裾野拡大を目指し、学生たちに多様なロ
ールモデルを提示するため、本年10月に、本事業の一環として「ロ
ールモデル集（第１巻）」の発行を予定しています。将来、研究者
を志す学生へ多様なロールモデルを提示することで、より具体的な
ビジョンを描いてもらえればと考えております。現在、第一線で活
躍中の研究者の方々に、キャリアやワーク・ライフ・バランスにつ
いて取材しており、男性・女性研究者、文系・理系の研究者など、様々
な分野・立場の方にお話を伺った盛り沢山な内容となっています。
　来年、第２巻を発行する予定です。

今回取材した本学教員や研究員の方々　※敬称略
●	石田祥子（理工学部機械工学科　助教）
●	深澤倫子（理工学部応用化学科　准教授）
●	溝口康（農学部農学科　准教授）
●	藤田結子（商学部　准教授）
●	浦野昌一（総合数理学部ネットワークデザイン学科　准教授）
●	五十嵐悠紀（総合数理学部先端メディアサイエンス学科　専任講師）
●	黒目麻由子（Ludwig-Maximilians-University　研究員）

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の研
究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、昼食
の時間を利用したランチ交流会を開催しています。女性研究者だけで
なく、男性研究者や大学院生などさまざまな立場の方にご参加いただ
き、現在向き合っている様々な課題や、今後どのような制度があれば
よいかなどを気軽に話し合ったり、仕事と私生活の両立のための工夫
やポイントをシェアする交流の場をかねた機会として、皆様にご参加
いただいています。
　生田キャンパスを皮切りに、駿河台キャンパス、中野キャンパスで
開催し、学部間を超えた交流の場、情報交換の場として今後も開催し
ていく予定です。

	 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
  ロゴマーク・愛称決定！
　明治大学の女性研究者支援・研究力向上に取組む組織のイメー
ジを分かりやすく表現し幅広く周知するロゴマークと愛称を6/23	
～	7/31 で学内公募しました。

●	ロゴマーク優秀賞	１点	………………………………賞状および副賞
●	愛称優秀賞　　　	１点	………………………………賞状および副賞

活動報告

パネルディスカ
ッションの様子

駿河台キャンパスにて

ロールモデル集
表紙 ロールモデル集	目次

中野キャンパスにて生田キャンパスにて

愛称　ＭＵＧＥＤ（ミュジェッド）
商学部商学科
川島佳大さんの作品

M ……………………………………… Meiji の M

U ……………………………………… University の U

G ……………………………………… Gender の G

E ……………………………………… Equality の E

D ……………………………………… Diversity の D

ロゴマーク
農学研究科生命科学専攻　
高橋遥香さんの作品
※デザインの採用とし、
愛称と合わせた
　改変をしています。
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今後のイベント告知

国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性について」
International symposium： Gender Equality and Diversity in the Research Environment

　11月 6日（金）・7日（土）に、明治大学駿河台キャンパスグ
ローバルフロントにおいて、明治大学男女共同参画推進センター女
性研究者研究活動支援事業推進本部、情報コミュニケーション学部
ジェンダーセンター、法科大学院ジェンダー法センターの３団体共
催国際シンポジウムを開催します。

11 月 6 日（金）　
国際シンポジウム

「国内の理系分野における男女共同参画の現状と世界の動向について」
基調講演 1 	 	「理系分野における男女共同参画・女性研究者支援につ

いて」
講　演　者 	大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
基調講演 2 	「学術分野の男女共同参画政策の世界的動向」
講　演　者 	ジャッキー・スティール
	 （東京大学社会科学研究所准教授）

11 月 7 日（土）　
第 1 分科会 	「21世紀を研究者として生きる
	 		―女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

（事前申込制）
	 	「タイにおける女性のエンパワーメント
	 	―社会的・経済的・文化的状況」（事前申込制）
第 2 分科会 	「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

国際シンポジウム関連イベント開催
11 月 6 日（金）　 
日韓若手女性研究者フォーラム
「身体・表象・ジェンダー」（事前申込制）

共  　　催 	 	明治大学情報コミュニケーション研究科
	 明治大学身体コミュニケーション研究所
	 成均館大学校芸術学研究科

　生田キャンパスにて、主に本学の女性研究者を招き、ご自身のキ
ャリアや研究内容、研究者としての生活などを座談会形式でお話い
ただく「ランチョンセミナー」を開催します。将来、理系研究者を
志す学生がより具体的なビジョンを描くための一助となることを目

的とします。また、男女共同参画をテーマとする会なども開催する
予定です。
　多くの学生・教職員が参加しやすいようランチアワーに開催しま
す。皆さまのご参加をお待ちしております。

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の
研究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会を開催しています。詳しくは

p4をご覧ください。秋学期も各キャンパスで開催予定です。ご興
味のある方はお気軽にお問い合わせください。

※詳細情報はHPをご確認ください。

　明治大学生田キャンパスにて行われる学園祭『生明祭』（11月
21日～ 23日）にて、理系研究者を目指す学生のためのイベント
を開催します。研究所や企業で働く理系OG3名を招き、研究や仕
事の魅力などをお話いただきます。「理系に進んだきっかけ」、「学

生時代」、「仕事のやりがい」、「ワークライフバランス」等々。身近
な事例を聞くことで、様々な働き方やライフスタイルなどを学び、
キャリアプランを考えるきっかけになればと思います。

日　時 	 	生明祭開催期間	［11月21日（土）～ 23日（月）］
会　場 	 	生田キャンパス

	 ※	日時・会場につきましては、詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。　

ゲストスピーカー 	 	
理工学研究科機械工学専攻　修了

阿部由布子さん（株式会社日立製作所	情報・通信システム社）
農学研究科生命科学専攻　修了

樋口　葉さん（株式会社ロッテ	中央研究所）
理工学研究科応用化学専攻　修了

関根由莉奈さん（国立研究開発法人	日本原子力研究開発機構）
	本学教員７名のインタビューを
掲載した「ロールモデル集」を
プレゼントします！

『理系OGに聞く！理系研究者の未来 ～働き方・ライフスタイル～』

中野キャンパス
2015年 12月開催予定

生田キャンパス
2015年 10月 23日（金）
12：00～ 13：00

駿河台キャンパス
2015年 10月 29日（木）
12：00～ 13：00

参加者
特典

 理系 OG によるトークイベント＠生明祭を開催します

 国際シンポジウムを開催します  生田ランチョンセミナーを開催します

 ランチ交流会　開催のお知らせ

第１回ランチョンセミナー
日  　　時 	10 月下旬予定・ランチアワー
場  　　所 	生田キャンパス中央校舎の教室
講  　　師 	石田祥子	理工学部機械工学科助教　
講 演 内 容 	ご自身のキャリアと研究内容について（仮）
※詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。

第２回ランチョンセミナー
日  　　時 	12 月上旬予定・ランチアワー
場  　　所 	生田キャンパス中央校舎の教室
講  　　師 	 村みよ子	法科大学院教授・推進本部代表	予定
講 演 内 容 	大学における男女共同参画について（仮）
※詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。
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　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子


